
【２】

望
ま
し
い
姿
の
食
生
活
や
食
文
化
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
食
生
活
の
乱
れ
は
健
康
状
態
ば
か

り
で
な
く
、
考
え
る
力
な
ど
に
も
影

響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
食

を
通
し
て
健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
て
る「
食
育
」へ
の

取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
目
標
掲
げ
て
推
進

　
昨
年
度
町
内
の
小
・
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
に
実
施
し
た
食
生
活
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

「
一
人
で
食
事
を
食
べ
て
い
る
」
や

「
朝
食
を
食
べ
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と

答
え
た
子
供
の
割
合
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
健
全
な
食
生
活
を
送
っ
て
い
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町
で
は
、
食
育
基
本
法
に
基
づ
い
て
、「
山
田
町
食
育
推
進
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
山
田
の
食
の
恵
み
を
大
切
に

『
健
康
・
文
化
・
伝
統
』
な
ど
健
全
な
食
生
活
の
推
進
を
目
指
す
」
を
基
本

理
念
に
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
食
育
の
推
進
施
策
を
総
合
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
計
画
期
間
は
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
５
年
間
。

２０

２４

こ
こ
で
は
、
新
た
に
始
ま
っ
た
同
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

薄
れ
ゆ
く
「
食
」へ
の
意
識

　
人
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い「
食
」。
わ
た
し
た
ち

は
食
べ
る
こ
と
を
通
し
、
生
き
る
力

を
は
ぐ
く
み
、
豊
か
な
知
識
を
身
に

付
け
文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
中
で
、
価
値
観
が
多
様

化
し
、
食
生
活
や
そ
れ
を
取
り
巻
く

環
境
も
変
化
。
ま
た
、
忙
し
い
生
活

を
送
る
中
で
、
毎
日
の
食
の
大
切
さ

に
対
す
る
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
規
則
正
し
い
食
事
や
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
、
家
族

が
食
卓
を
囲
ん
だ
楽
し
い
食
事
な
ど
、

　「
山
田
町
食
育
推
進
プ
ラ
ン
」
は
、

平
成
　
年
に
施
行
さ
れ
た
食
育
基
本

１７

法
に
基
づ
き
、
国
や
県
の
食
育
推
進

基
本
計
画
や
第
８
次
山
田
町
総
合
発

展
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

本
町
の
食
育
を
具
体
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
行
動
指
針
で
す
。

　
同
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

食
生
活
や
食
に
関
す
る
意
識
を
調
査

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
結

果
を
基
に
山
田
町
婦
人
団
体
協
議
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員
、

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
　１７

人
か
ら
な
る
委
員
で
構
成
さ
れ
る

「
山
田
町
食
育
推
進
計
画
策
定
委
員

会
」（
野
田
和
子
委
員
長
）
で
計
３
回

の
審
議
を
経
て
、
同
プ
ラ
ン
が
実
施

元気いっぱいに給食を食べる大浦保育園の園児たち

◆食育って何？
　国民一人一人が健全な食生活を送ることができる

よう、食に関する知識と食を自分で正しく選択する

判断力を育てるための取り組みのこと。食育は単純

に食生活を改善するだけではなく試食を理解し、感

謝する心を育てる試郷土料理など伝統ある食文化を

伝えていく試地域の特性を生かす――ことなどが求

められています。また、６月を「食育月間」、毎月１９日

を「食 育 の日」と定め、普及啓発が行われています。
１９

【３】

食育を推進
するための
取 り組 み

る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、　

歳
以
上
を
対
象
に
し
て
い

４０

る
循
環
器
検
診
で
は
、
お
よ
そ
４
割

の
人
が
肥
満
の
傾
向
に
あ
り
、
食
生

活
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
同
プ
ラ

ン
で
は
「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
山

田
の
食
の
恵
み
を
大
切
に
『
健
康
・

文
化
・
伝
統
』
な
ど
健
全
な
食
生
活

の
推
進
を
目
指
す
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
▽
規
則
正
し
い
食
習
慣
の
確
立

▽
食
文
化
の
普
及
・
伝
承
▽
感
謝
の

心
の
育
成
―
―
の
３
項
目
を
基
本
目

標
に
設
定
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
家
庭
や
教
育
機
関
、
地
域
、
行

政
の
４
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

実
践
す
る
活
動
内
容
や
目
標
数
値
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
　
日
の
「
食
育
の
日
」

１９

を
「
や
ま
だ
ま
ち
旬
を
味
わ
う
日
」

と
定
め
、
食
育
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
食
育
」で
健
康
な
暮
ら
し
を

　
わ
た
し
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で

「
食
」
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
健
全

な
食
生
活
や
食
文
化
を
身
に
付
け
る

「
食
育
」は
全
国
的
に
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康

で
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
を
送
る

た
め
、
皆
さ
ん
も
家
庭
や
地
域
で

「
食
育
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

健
康
づ
く
り
担
当
（
察
　－

３
１

８２

１
１
内
線
１
６
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

なるべく避けたい
６つの「こ食」とは

　何かと忙しい現代の

食生活において、６つ

の「こ食」が問題とさ

れています。家庭での

食生活の乱れは必要な栄養素が十分に取れないばかりで

なく、コミュニケーション不足によりお子さんの社会性

や協調性が十分に育たない可能性もあるといわれていま

す。皆さんのお宅では、「こ食」になっていませんか？

◆気を付けよう６つの「こ食」

①家族がいない食卓で一人で食べる「 孤 食」
こ

②家族が別々なものを食べる「 個 食」
こ

③好きなものしか食べない「 固 食」
こ

④食が細く食べる量が少ない「 小 食」
こ

⑤パンなど小麦粉を使った主食を好んで食べる「 粉 食」
こ

⑥味が濃い食品を好んで食べる「 濃 食」
こ

家庭 行政

地域
教育
機関

・「早寝、早起き、朝ごはん」の望ましい生活習慣を

身に付ける

・１日３食きちんと食べる習慣を身に付ける

・食前食後のあいさつやはしの持ち方など、食事マ

ナーを指導する

・家族みんなで会話をしながら食事する

・食事の準備や後片付けを子供と一緒にすることで、

食に接する環境をつくる

・伝統行事を通じ、昔ながらの行

事食を伝える

・適切な食事の量と適度な運動を

心掛ける

・旬の食材を活用した郷土料理や

行事食の普及に努める

・生産現場を紹介し、どんな食材

が作られているかを消費者や子

供たちに知ってもらう

・安全で安心な地場産物の消費に努める

・農林漁業を体験するグリーン（ブルー）ツーリズ

ム活動を推進する

・各種料理教室を開催し、食と栄養に関する普及啓

発を行う

・そのほか、各団体ごとに創意工夫を凝らしたイベ

ントや講演会などを実施する

実習指導を通じ、食に関する学習指導を行う

・地域と連携し、食物の育成から収穫、調理などを

通じて収穫の喜びや食物への関心を持たせる

・家庭と連携し、望ましい生活リズムをつくるため

の栄養指導などを行う

・保育園などで郷土料理を取り入れた献立づくりを

推進する

・弁当を作ってくれる保護者への

感謝の気持ちを育てる

・食事マナーやバランスの良い食

べ方を指導する

・地場産物を活用した食育講座や

・食生活改善推進員を養成し、推

進員と連携して各種イベントを

実施する

・内臓脂肪型症候群や食事バラン

スガイドの知識を普及させる

・食育出前講座や各種イベントの実施

・児童生徒や保護者など対象者に応じた食育教室や

栄養相談の実施

・地場産物を利用した郷土料理のレシピ集作成や料

理講習会の実施

・ホームページや広報を活用した食育のＰＲ

・生産者と消費者の交流の場を提供する

　岩手県保険医協会では、「食の安全」に関する講演

会を開催します。参加費は無料ですので、どうぞご

来場ください。

試日時　６月８日（日）　午後３時～５時

試場所　ホテルルイズ３階（盛岡市）

試内容　講演「輸入食品から見直す食生活『それで

も食べますか』」講師・石黒昌孝さん（農民運動全

国連合会食品分析センター所長）

試問い合わせ　岩手県保険医協会（察０１９－６５１－

７３４１）へどうぞ。

「食の安全」の講演会
盛岡市で開催されます


